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本研究は、2015 年 10 月 21 日から 11 月 30 日
の 5 週間に、東京都内のある 1 つの公立小学校
の 5 年生 4 クラス計 135 名（男子 70 名、女子 65
名）を対象として、図 1 に示したように事前／事後























































図 2 川本（2008; 2010）のポンピュン走法のメカニズム 
(http://www.kagakunavi.jp/topic/show/113) 
第2週 第3週 第4週

























































































































表 1 川本（2008; 2010）のポンピュン走法と為末式かけっこメソッド（2013）の指導理論の共通点 





























































・?その場で垂直跳びをしようとして、まさに膝を少し折った姿勢で、視線は 2～3m 前方斜め下に向ける。 
・?重心は前足に 7 割程度かけ、「ドン」で地面を力強く蹴り、両腕を大きく前後に振る。 
＜具体的な練習メニュー＞ 





























姿勢、中間疾走時（20m 地点から 40m 地点まで
の走り）の動作を観察・分析するために 2 台のビ
デオカメラで児童の走りを撮影した。図 3 に示した
















課題それぞれ 3 点満点で評価した。どれか 1 つ









教師役として授業を担当した大学生 1 名の計 3 
名で行った。スタートは、0 歩から 5 歩目までのス




図 3 児童の 50m 走 疾走動作の撮影方法 
 
 
表 3 疾走動作の観察評価基準  






















3）べた足ではない（地面反力を得ている）   













が認められたため（男子: M =9.07, SD = 0.67; 女





































表 4 50m 走タイムの変化 
児童 (n) 
事前タイム 













男子 高速群(n=21) 8.34 (0.26) 8.38 (0.50) 0.30 (2, 58) 0.07 (1, 58) 98.9** (2, 58) 
高 > 中 ， 低 ；
中>低 
（n = 62） 中速群(n=21) 9.08 (0.19) 9.11 (0.44)     
  低速群(n=20) 9.81 (0.39) 9.77 (0.37)        
女子 高速群(n=20) 8.66 (0.30) 8.66 (0.40) 0.05 (2, 57) 0.01 (1, 57) 139.0** (2, 57) 
高 > 中 ， 低 ；
中>低 
（n = 60） 中速群(n=20) 9.28 (0.13) 9.26 (0.27)     


























































なり、事後の 50m 走タイム測定を行った 11 月 30
日は気温が 12℃（気象庁 HP 調べ）と外で体育を
行うには肌寒い 1 日であった。しかも、午前中に 2















表 6 運動有能感の変化 （クリックで表拡大） 























































































んでしまった児童 1 名がみられ、それらの 5 名





イム差が±1.0 秒以上変化した 8 名のうち、明
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